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	対象
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	問題数
	全12問（得点欄：／12点）

	関連研修
	第13回　営業秘密・機密情報管理研修

	注意
	解答は本冊子に掲載していません

	法令・制度基準日
	2026年6月18日


本資料は一般的な情報提供であり、特定の事案に関する法的助言ではありません。実際の運用は自社の規程・契約・最新の法令及び専門家への確認に基づいて判断してください。


	氏名
	

	所属
	

	実施日
	

	得点
	　　　　／ 12 点



	受験のしかた
全12問です。○×問題3問、四肢択一4問、ケース判断5問です。
○×は○か×に印を、四肢択一・ケース判断は最も適切な記号を1つ選んでください。
判断に迷う問題は、その理由を自由記述欄に書いてください。
この確認テストは、知識の暗記ではなく、実務で正しく行動できるかを確認するものです。


第1部　○×問題（3問）
問1　業務で自分が作成した顧客リストであれば、退職時に個人のメールアドレスへ送って持ち出してもよい。
　　解答：　　○　　・　　×
問2　外部の無料AIサービスでも、出力結果だけを業務に使うのであれば、秘密保持条項のある契約書全文や未公表の技術資料をそのまま入力してよい。
　　解答：　　○　　・　　×
問3　情報漏えいのおそれに気づいたが、漏えいしたか確証がない場合は、確証が得られるまで自分で様子を見てから報告すればよい。
　　解答：　　○　　・　　×
第2部　四肢択一問題（4問）
問4　不正競争防止法上の「営業秘密」の3要件の組合せとして正しいものはどれか。
ア　秘密管理性・有用性・非公知性
イ　秘密管理性・希少性・公知性
ウ　重要性・有用性・登録性
エ　秘密管理性・独自性・新規性
　　解答：（　　　　）
問5　社外パートナーへクラウドでフォルダを共有するとき、最初の設定として最も適切なものはどれか。
ア　リンクを知っている全員が閲覧可にする
イ　公開（誰でもアクセス可）にする
ウ　指定した相手だけがアクセスでき、必要に応じて期限やダウンロード制限を設定する
エ　社内全員が編集可にする
　　解答：（　　　　）
問6　秘密管理性を支える行動として最も適切でないものはどれか。
ア　「社外秘」表示やアクセス権限を設定する
イ　共有範囲を業務上必要な人に絞る
ウ　秘密表示がない資料は、すべて私用クラウドへ自由に保存してよい
エ　退職・委託終了時に返却・削除・権限解除を行う
　　解答：（　　　　）
問7　中途入社者が前職で使っていた資料を扱う際の対応として、最も適切なものはどれか。
ア　前職の提案書を「自分のノウハウ」として新しい業務にそのまま使う
イ　前職の顧客リストを参考に新規開拓を行う
ウ　前職資料は持ち込まず、自社資料や公開情報からゼロで作成する
エ　記憶している範囲であれば、前職の価格表を再現して使う
　　解答：（　　　　）
第3部　ケース判断問題（5問）
問8　【ケース判断】
営業担当者が、担当していた顧客リスト（顧客名・連絡先・取引履歴・単価・商談状況を含む）を「自分が作ったものだから」と考え、個人のメールアドレスへ送ろうとしている。
最も適切な対応はどれか。
ア　自分が作成した資料なので、そのまま送ってよい
イ　顧客名を削除すれば、送ってよい
ウ　送らずに上長へ相談し、自宅作業が必要なら承認済みの方法で行う
エ　一旦送っておき、問題があれば後で削除する
　　解答：（　　　　）
　　そう判断した理由：

問9　【ケース判断】
価格表・提案書・契約条件が入ったクラウドフォルダを「リンクを知っている全員が閲覧可」に設定して社外へ共有してしまったと、後で気づいた。
最初にすべきこととして最も適切なものはどれか。
ア　フォルダを削除して、共有した記録も消す
イ　まずリンクを無効化し、範囲を「指定した人だけ」に戻し、ログを保全して上長・情報システム・法務へ報告する
ウ　様子を見て、外部から問い合わせが来たら対応する
エ　自分で社外の相手に連絡して、見ないように口止めする
　　解答：（　　　　）
　　そう判断した理由：

問10　【ケース判断】
社員が、秘密保持条項のある契約書全文と未公表の設計情報を含む技術資料を、未承認の無料AIサービスに貼り付けて要約・整理しようとしている。
適切な判断はどれか。
ア　出力結果だけを使うのであれば、そのまま入力してよい
イ　入力せず、承認済みのAIか確認し、必要なら匿名化・マスキング・要約で足りるか検討する
ウ　契約書は社外秘ではないので、入力してよい
エ　技術資料でなければ、何を入れても問題ない
　　解答：（　　　　）
　　そう判断した理由：

問11　【ケース判断】
退職予定者が「今後の参考にするだけ」と考え、社内資料・提案書・業務マニュアル・顧客別メモを個人USBにコピーした。転職先は同業他社である。
会社の対応として最も適切なものはどれか。
ア　本人の判断に任せ、特に対応しない
イ　コピーは行わせず返却・削除を確認し、退職時チェックと誓約書を確認したうえで、人事・法務・情報システムが連携して対応する
ウ　転職先の会社へ直接連絡して警告する
エ　退職後に使わなければ問題ないので、黙認する
　　解答：（　　　　）
　　そう判断した理由：

問12　【ケース判断】
業務委託者との契約が終了したが、クラウドフォルダ・チャット・プロジェクト管理ツール・Git・CRMへのアクセス権限が残ったままになっていた。
適切な対応として最も適切なものはどれか。
ア　権限が残っていても、使わなければ問題ない
イ　速やかにアクセス権限を解除し、終了時チェックと権限棚卸しで再発防止につなげる
ウ　委託先に口頭で削除をお願いするだけでよい
エ　次の契約が始まるまで、権限を残しておく
　　解答：（　　　　）
　　そう判断した理由：

第4部　自由記述
今日の研修を踏まえ、自分の業務で「気をつけたいこと」「相談したいこと」を書いてください。





	注意事項
本確認テストは理解度の確認用です。営業秘密該当性や法的責任の最終判断を求めるものではありません。
解答・解説は別冊の解答集で確認してください。
法令・制度基準日：2026年6月18日


Legal GPT｜営業秘密・機密情報管理研修 確認テスト　第13回	
